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繰延税金資産の取崩し及び 

通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

平成 27年３月 31日付で公布された改正税法に基づき、繰延税金資産の取崩しを行うとともに、平成 26

年 10月 27日に公表しました平成 27年３月期（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日）の通期業績予

想と実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．繰延税金資産の取崩しについて 

平成 27 年３月 31 日付で公布された「所得税法等の一部を改正する法律」及び「地方税法等の一部を

改正する法律」に基づき、平成 27年４月１日以降に開始する事業年度に適用される法人税率等が引下げ

られ、平成 27年３月期の繰延税金資産の計算に使用する法定実効税率が変更されることとなりました。 

この税率変更により、繰延税金資産を 291 百万円取り崩すこととし、法人税等調整額が 291百万円増

加いたしました。 

 

 

２. 業績予想と実績との差異 

（1）平成 27年３月期通期連結業績予想と実績との差異（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

33,000 

百万円 

1,300 

百万円 

1,200 

百万円 

450 

円 銭 

38.13 

実績値（Ｂ） 31,498 1,049 986 2 0.19 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲1,501 ▲250 ▲213 ▲447  

増減率（％） ▲4.5% ▲19.3% ▲17.8% ▲99.5%  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年３月期） 
31,237 1,123 1,078 ▲52 ▲4.47 

 

 

（2）差異の理由 

 当期の業績は、売上高の減少や不健全化が懸念されるたな卸資産に対して評価減を織り込んだこと

等に加え、前記の通り成長志向に重点を置いた法人税改革が実施されたことにより、繰延税金資産の

取崩し 291百万円を行ったため当期純利益は予想を下回ることとなりました。 

 

以 上 
 


